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はじめに

包装は商品を輸送・保管・流通販売・使用
するために重要な役割があり、それを施す目
的によって様々な機能が求められる。包装
は、保管流通を目的とした輸送包装と商品の
販売単位となる消費者包装に大きく分類さ
れ、消費者包装も内容商品により、食品包
装、医薬品包装、生活商品包装などがある。
基本的な機能は同じであり、ここでは多様な
機能が要求される食品包装を主体に説明す
る。

１．社会環境の変化と包装に求められる機能

包装には、内容商品に対する保護性、商品
を使いやすくする利便性、商品説明・表示な
どの情報伝達の３つの基本的な役割がある。
その役割を達成するために求められる機能を
まとめると第１表のようになる。

一方で包装を取り巻く社会環境は第１図の
ように変化しており、包装の検討するにあ
たっては社会環境を考慮することが必要であ
る。
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専門分野：食品包装の企画、設計、機能評価、安全性評価など

保護性 酸素バリア性、水蒸気バリア性、遮光性、耐熱性、耐寒性
耐酸性、耐油性、撥水性、保香性、強度、シール性　など

使用性 表示の見易さ、持ちやすさ、加熱適性、使用時の安定性
開封性、再封性、取り出しやすさ　など

安全衛生性 溶出物、使用添加物の安全性、残留溶剤、異物・コンタミ
いたずら防止、使用時のケガ、トレーサビリティー　など

環境適性 省資源・省エネルギー、環境汚染、分別容易性
廃棄時減容性、リサイクル適性　など

生産性 充填ライン適性（滑り性、シール強度、安定性、印字適性）
資材コスト、包装作業コスト　など

適法性
食品衛生法、日本農林規格、薬事法、消防法、容器包装
リサイクル法、ＰＬ法、知的財産（特許、商標、意匠）、
海外法規、自主基準　など

第１表　包装への要求機能

連 載 講 座
容器・包装の基礎と応用
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フードロスの
削減

国内流通の
寡占化

地球環境 
への対応

安全安心への意識 
の高まり

人口減少 流通の国際化

国内市場の収縮

少子・高齢化

所得格差
の拡大

超高齢社会
　65 才以上人口の
　割合が 21％以上

65 才以上（推定） 
2013年　4 人に 1 人
2035年　3 人に 1 人
2060年　2.5 人に 1 人

BSE 問題、賞味期間の偽装、残留農薬、 
産地偽装、カントリーリスク（餃子、メラミン） 
人為的危害

包  装

包装への要求機能は、その時々の社会環境
を反映して重要度が変化する。現在は、内容
商品の保護、ユニバーサルデザイン、環境対
応、安全安心の４つがキーワードと考えてお
り、それぞれの機能を説明する。

２．内容商品の保護機能

包装は、商品の工場出荷から輸送保管、販
売までの間に影響する外部環境から内容物を
保護する機能がある。内容物に影響する外部

要因としては生物的、化学的、物理的要因が
あり、それらの影響から内容物を守るため
に、第１表の「保護性」に関する様々な機能
が要求される。第２表に食品の変質とそれを
防止するための包装技術をまとめる。
１）生物的変質を防止する包装技術

ホットパック：加熱殺菌した食品を熱いま
ま充填し密封する方法。果汁飲料、ジャム、
タレ・ソース、ケチャップなどがある。（第
２図）

第１図　包装を取り巻く環境の変化

変質要因 食品の変質 変質を防止するための包装技術

生物的変質
（微生物、酵素、昆虫）

腐敗、膨張、風味劣化
変色、物性変化
虫害

ホットパック
包装後加熱殺菌（ボイル殺菌、セミレトルト殺菌
　　　　　　　　レトルト殺菌、ハイレトルト殺菌）
無菌包装

化学的変質
（酸素、温度、光線

化学反応）

風味劣化、褐変、退色
異臭、物性変化
栄養成分の減少

真空・ガス置換包装
脱酸素剤封入包装、酸素吸収機能付包材
青果物鮮度保持包装（ＭＡ包装）

物理的変質　
（物質の移行・散逸
衝撃・振動・加重）

物性変化（粘度、食感）
異臭
形状破壊

防湿包装
緩衝包装
    

第２表　食品の変質を防止するための包装技術



No.78（2017.8）

3

（3）

包装後加熱殺菌：殺菌温度によりボイル
殺菌（100℃未満）、セミレトルト殺菌（約
115℃以下）、レトルト殺菌（約125℃以
下）、ハイレトルト殺菌（約130℃以上）が
ある。

無菌包装：殺菌した食品を無菌雰囲気下で
充填・密封する方法。熱による食品の品質劣

化が少なく、食品本来の色や味を保つことが
できる。

ポーションミルク、カップ入りデザート、
スライスハム、ミネラルウオーター、ブリッ
ク型紙パック入り牛乳・果汁などがある。
（第３図）

第２図　ホットパックの製品例

第３図　無菌包装の製品例
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これらの殺菌のための包装技術は、食品の
性状、pH、水分活性、対象菌、包装形態、
保管・流通条件（常温かチルドか）、賞味期
間、生産数量などから最適な方法が選択され
る。
２）化学的変質を防止する包装技術

真空包装：酸化防止、後殺菌の効率向上の
ために行う。パウチに鋭角的な突起ができピ
ンホールが発生しやすいため包材構成に考慮
が必要である。

ガス置換包装：酸化防止、微生物制御、肉
の発色保持、粉体の固結防止などの目的で行
う。真空包装と違い、シール不良やピンホー
ルが目視では判定できない欠点がある。

脱酸素剤封入包装：食品に直接触れない封
入形態にすることが必要。脱酸素剤はコスト
高、充填作業と管理、誤食の問題があり、包
装自体で酸素を吸収する能力を持つ各種の酸
素吸収機能付包材が開発され採用が進んでい
る。（第４図）

第４図　酸素吸収機能付包材の製品例

青果物鮮度保持包装：収穫後も生命活動し
ている青果物に対し、鮮度を保持するために
最適な酸素濃度、湿度を包装内に整える包装
技法。青果物の種類、内容量、包装面積、流
通条件などを考慮して適度な透過性を持つ
フィルムが選択される。
３）物理的変質を防止する包装技術

防湿包装：以下の条件から必要とされる防
湿性能が計算され、それをもとに包装の材料
構成が決まる。

＜防湿性能を計算するための条件＞
内容食品の水分活性、初期水分含量・許容限
界水分含量、充填量、
包装材料の表面積、保管温度・湿度、保管期
間

緩衝包装：内容物の落下衝撃、疲労破壊、
荷重変形などに対する強度を把握し包装形
態、材料構成を決める。実際の流通条件に基
づいた振動試験、落下試験、高積試験、輸送
試験を行い確認する。

３．ユニバーサルデザイン機能

３−１　包装におけるＵＤ
包装にユニバーサルデザイン（ＵＤ：年齢

や能力にかかわりなく全ての生活者に対して
安全で使いやすい製品のデザイン）が求めら
れるようになって久しい。

包装においては、安全で使いやすいことは
本来備えていなければならない基本的な機能
であり、それにより商品としての価値を高め
ることにつながる。また、高齢化が急速に進
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む中でＵＤへの要求は高度化し、進化してい
る。

包装のＵＤを達成するために、包装設計を
行なう際に配慮すべき事項を第３表にまとめ
る。これらは、本来全ての包装に求められる
項目であり、ＵＤという特別なものではない
ことがわかる。お客様から指摘されてから改
善するのではなく、商品開発の段階で問題点
を見つけ解決しておくことが重要である。
３−２　高齢者に配慮した食品包装とＵＤ

平成28年版高齢社会白書（内閣府）による
と、2015年10月現在、65歳以上の高齢者人口

は3,392万人で、総人口に占める割合が26.7％
となっている。

高齢者向けを謳った商品は市場を見てもま
だ少ないが、多くの商品は高齢者が利用する
ことを想定して包装設計されている。表示の
見やすさ、安全性、開けやすさ、握りやす
さ、内容量など、高齢者の視点から配慮する
ことにより、利用しやすい商品となる。第５
図に高齢者が使いやすい包装の事例を示す。
ブロー成形チューブのねじ部を極端に薄肉に
してリブを付け、肩部と口部を潰しやすくす
ることにより最後まで簡単に絞り出せる。

第５図　最後まで絞り出しやすいチューブ

配慮事項 説明
1. 表示が見やすく、わかり

やすい
配色、表現、字の大きさなどに配慮し、表示が誰にでも読みやすくわか
りやすくする。

2. 使い方が簡単で直感的に
わかる

容器形状や図、記号などで直感的に内容物や使い方がわかるようにする。

3. ケガや誤使用をおこさず、
安全である

指を切ったり、火傷をしたり、キャップなどを誤って飲み込んで喉に詰
まらせることの無いようにする。誤飲などの誤使用をおこさないように
表示をしっかり行なうとともに、食品以外の商品との識別がはっきりわ
かるように、誤使用を引き起こす包装は避ける。また、いたずら防止機
能は誰にでも判別できるものにする。

4. 開封、取り出しなどが無
理なくできる

袋の開封強度・直線カット性、蓋の開封強度、開け口のつまみやすさな
どにより、開封を容易にする。取り出しの際に容器包装の外側を内容物
で汚さないことも必要である。また、再封のしやすさにも配慮する。

5. 適切な重量、形状である 形状は持ちやすさ、握りやすさ、テーブルでの安定性などに配慮する。
6. 廃棄時に分別が容易でか

さばらない
ガラス瓶と紙ラベル・プラスチックキャップ、紙とプラスチックなどの
分別が容易にできるような構造にする。また、簡単につぶせて減容化で
きるようにする。

第３表　包装におけるＵＤへの配慮項目
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３−３　製造物責任とＵＤ
製造物の欠陥により損害が生じた場合、製

造物責任が問われることになる。製造物の欠
陥は、設計上の欠陥、製造上の欠陥および表
示上の欠陥がある。設計上の欠陥を回避する
ためには、その時の最も優れた技術を採用し
ておくことが求められ、解決できる技術があ
るにもかかわらず採用していないことは設計
上の欠陥になる。

どうしても解決できない問題が残っている
場合は、適切な指示・警告表示をしておかな
いと表示上の欠陥となる。第６図は設計上の

欠陥を回避した例である。フルオープン缶の
イージーオープン蓋は、切り取った缶蓋と本
体の缶に残った蓋のエッジが非常に鋭利で手
を切る危険がある。このイージーオープン缶
蓋は切取り部分のエッジを何重にも折り曲げ
加工してあり、楽な力で開けられるとともに
手を深く切ることがない。パスタソースなど
の調理食品缶詰に採用が広がっている。

第７図は表示上の欠陥を回避した例であ
る。レトルトパウチのように硬いプラスチッ
クフィルムでは袋のふちや袋を開封するため
のノッチ部で手を切りやすい。ノッチで手を

第６図　ダブルセーフティー・イージーオープン缶の採用例

第７図　袋のふちで手を切らないための注意表示
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切ることに対してはＩ字形ノッチにすること
でほとんど回避できるが、袋のふちに対して
は改善が難しく、表示で注意を促すことが必
要である。また、Ｉ字形ノッチは目立たない
のであけ口を示すための目立つ表示が必須で
ある。

３−４　進化するＵＤ包装
　最近のＵＤを改善した包装の事例を紹介

する。
１）進化するポーションパック

ポーションパックは一人前の使い切りサイ

ズの包装で、使い残しが出ないことからフー
ドロス対策にもなる包装形態である。ポー
ションパックの中でも液体小袋包装は、開封
しにくい、手を汚しやいといった多くの問題
がある。　

第８図に示したディスペンパックは片手で
開封し片手で中身が出せることで、液体小袋
の問題点を解決したポーションパックであ
る。左は、容量が大きく違う二つの中身を好
みによって別々に出せるようになっている。
右は、幅広く開封できるように改良された
ディスペンパックの例である。

第８図　進化するポーションパック

第９図　ＵＤを考慮したキャップを採用した調味料容器
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２）使いやすくなったキャップ
　調味料などの液体ボトルは、もれ防止、

液垂れ防止、液量調整などを目的として、プ
ルリング付き中栓やヒンジキャップが多く使
われている。リングに指がかかりにくい、引
き抜くとき力が必要、引き抜いたときに液が
飛び散る、切り取ったリングがゴミになると
いった問題がある。第９図は、プルリング付
き中栓の問題を解決した様々なキャップであ
る。中栓・キャップの構造は今までにない新
しい発想が取り入れられている。

３）電子レンジ加熱食品包装の改善
火を使わないことから電子レンジは子供や

高齢者にも安全な加熱方法と考えられる。一
方で、電子レンジ加熱は、火傷、破裂突沸に

よる電子レンジの破損、加熱不足による食中
毒など重大な問題をおこす危険がある。開発
段階で問題を把握して解決しておくために
は、電子レンジ加熱の原理を理解した上で繰
り返しテストをする必要がある。また、正常
でない使い方をした時でも重大な危害が発生
しない設計が必要である。第10図は、自動蒸
気抜き機構を持つパウチの例である。様々な
タイプが考案されており、電子レンジ加熱調
理の問題点が改善できることから採用が広
がっている。袋の高さを低く抑えるととも
に、底が大きく開くようにして転倒しないよ
うにしている。さらに、裏面には作り方の説
明に大きなスペースを割き、要所に注意喚起
の表示をすることにより、安全に加熱できる
ようにしている。

第 10図　一般的になった自動蒸気抜き機構を持つ電子レンジ加熱用パウチ

４．環境対応機能

４−１　包装における環境対応
低炭素社会実現に向けた取り組みが待った

なしの状況になっている中で、持続可能な社
会への貢献は企業の社会的責任（ＣＳＲ）の
一つである。包装の環境対応は、地球温暖化
対策の効果としては微々たるものであるが、
包装が消費者の手にわたり使用後に廃棄され

ることやリサイクル費用負担の点で企業に
とっては重要な課題であり、企業の存続のた
めに継続的に取り組む必要がある。また、流
通時・保管販売時の食品の廃棄が問題となっ
ており、廃棄を減らすために包装の果たす役
割は大きい。
４−２　環境対応の考え方

容器包装の環境対応に対する商品メーカー



No.78（2017.8）

9

（9）

側からの要望を次に示す。
①�消費者がメリットを感じる環境対応である

こと。安い、軽い、使いやすい、無駄がな
い、捨てやすい、などを具体的に感じるこ
とができ販促効果があること。

②�合理化ができ、コストダウンにつながるこ
と。コストアップになる環境対応は採用し
にくい。

③�企業の社会的評価を高めるものであるこ
と。誰が見ても環境に良いと評価されるこ
とが必要であり、環境効果に賛否両論があ
るものは採用できない。

④�保存性、強度など、本来の機能は同等以上
であること。保存性や強度を損なってまで
省資源、簡素化をするのは本末転倒であ
る。

４−３　環境対応包装の事例
環境対応の事例を示す。

１）詰め替えパウチ
ボトルから詰め替えパウチに変更すること

により、使用樹脂量を1/2～1/4にすることが
できる。出し口は、ボトルに詰め替えやすい
形状に工夫されている。（第11図）

第 11図　詰め替えパウチの例

２）アルミレスレトルトパウチ
アルミはリサイクルして使うべきであると

いう考えで、アルミ箔を使わないレトルトパ
ウチが採用されている。アルミ箔に匹敵する
ハイバリアの透明フィルムが開発され実現で
きたものである。アルミパウチと比較してパ
ウチの製造エネルギーが約半分になってい
る。中身が見える透明パウチや電子レンジ加
熱商品が可能となる。（第12図）
３）�分別のために簡単に剥がせるガラスびん

用紙ラベル
びんの紙ラベルを簡単に剥がせるようにし

てほしいというお客様の声により開発された
紙ラベルである。ラベラーの糊の改良によ 第 12図　アルミレスレトルトパウチの例

り、廃棄の際は手で簡単に剥がすことがで
き、水に漬けて置く必要がない。（第13図）
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第 13図　�分別のために簡単に剥がせるガラスびん用紙ラベルの例

５．安全安心機能

５−１　包装の安全・衛生性
包装の安全・衛生性については、１）包装

材料の安全性、２）製造工程での異物の排
除、３）使用面での安全性、の３つの観点か
ら考える必要がある。
１）包装材料の安全性

食品衛生法に基づく昭和34年厚生省告示
370号「食品・添加物等の規格基準」に適合
することが必須となる。しかし、食品衛生法
が求めている企業判断で安全・衛生性を確保
することが困難なことから、各業界団体が設
けている自主基準に適合することが求められ
る。その中でも容器包装での使用量が多い
PE、PP、PS、PETなどを管轄するポリオレ
フィン等衛生協議会の自主基準が特に重要で
ある。

この自主基準への適合は、現在、国で検討
を進めているポジティブリスト法制化への動
きに対応する有効な手段となる。
２） 製造工程での異物の排除

異物への対策は、思わぬ見落としがありト
ラブルが後を絶たないため第三者による監査
が有効である。特に、ユーザーによる監査
は、コミュニケーションを通してお互いを知
ることで、より良い商品を作ることにつなが
る。

３） 使用面での安全性の確保
火傷、誤飲・誤食、包装容器で手を切るな

ど、使用時に発生するさまざまなトラブルが
ある。ユニバーサルデザインの視点から開発
段階で問題点を把握し解決しておくことが重
要となる。

誤飲・誤食に関しては、食品以外に使わ
れている包装容器と類似の形態は避ける、
キャップは幼児が飲み込めない大きさにする
といった配慮が求められる。また、いたずら
防止機能は商品を守るためにも必須である。
５−２　包装の品質管理

包装の品質管理は、包装設計段階の品質保
証と日常の品質管理に分けて考える必要があ
る。包装設計段階では、決定された包装仕様
を規定するための規格書が作成され、使用原
材料、製造工程、計量特性値などが取り決め
られる。日常の品質管理では、規格書どおり
の容器包装が作られるための工程管理書が作
成され、製造条件、異物混入防止保証体制、
品質検査項目・頻度などが取り決められる。
また、ロット検査書の確認、受入検査、現場
査察などが日常の品質管理として実施され
る。第14図にその関係を図示しておく。
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合理化等による製造条件の変更が日常行わ
れるが、これが品質トラブルの原因となるこ
とがある。包材メーカーは、包材臭の内容物
への影響や包材と内容物との相互作用など、
危害に対する認識が甘い場合があり、問題を
見過ごしてしまうことがある。製造工程の小
さな変更も包装設計段階に戻って品質上問題
ないか確認すべきである。

おわりに

包装に付加する機能はその時代を反映して
高度化しており、機能を満足する包装をつく
るためには、包装の設計段階で問題点に気付
き解決しておくことが重要である。さまざま
な形態の容器包装に対し内容物毎に求められ
る機能が異なることから包装設計はマニュア
ル化できない部分があり、包装設計者の経験
とセンスが必要となる。

また、商品メーカーは内容物の品質特性を
把握でき、消費者のニーズや不満を直接知る
ことができることから、機能を満足する包装
を作り上げるためには、商品メーカーと包装

第 14図　包装の品質管理

資材メーカーとの連携が特に重要となる。
必要な機能を付加された商品は、お客さま

の満足度を増し商品の価値を高め、売れる商
品となる。
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